
―調査の概要―
1.　調査の沿革
我が国では、昭和25年2月にFAO（国際連合食料農業機関）が提唱した「1950年世界農業センサス要綱」に沿って「1950年世界農業センサス」を実施して以降、10年ごとに「世界農業センサス」を実施するとともに、その中間年には我が国独自の「農業センサス」を実施してきた。

今回の「2015年農林業センサス」は、14回目の調査となる。
2.　調査の目的

　　　平成27年を調査年とする「2015年農林業センサス」（基幹統計調査）は、農林水産省所管の調査で、地域の農林業の実態とその変化を明らかにするとともに、農政の推進に必要な基礎資料を整備することを目的としている。
3.　調査の根拠
　　　統計法（平成19法律第53号）、統計法施行令（平成20年政令第334号）及び農林業センサス規則（昭和44年農林省令第39号）に基づいて実施した。

4.　調査期日

　　　調査は、平成27年2月1日
5.　調査の体系

　　　農林水産省―神奈川県―三浦市―指導員―調査員―調査対象
6.　調査方法

　　　調査対象による自計調査
7.　調査対象の定義
　　　農林産物の生産を行うか又は委託を受けて農林業作業を行い、生産又は作業に係る面積・頭数が、次の規定のいずれかに該当する事業を行う者（経営体）を対象としている。
　　（１）経営耕地面積が３０ａ以上の規模の農業
　　（２）農作物の作付面積又は栽培面積、家畜の飼養頭羽数又は出荷頭羽数、その他の事業の規模が次の農林業経営体の基準以上の農業
　　　露地野菜作付面積…１５ａ、施設野菜栽培面積…３５０㎡、果樹栽培面積１０ａ
　　　露地花き栽培面積…１０ａ、施設花き栽培面積…２５０㎡
　    搾乳牛飼養頭数…１頭、肥育牛飼養頭数…１頭、豚飼養頭数…１５頭
採卵鶏飼養羽数…１５０羽、ブロイラー年間出荷羽数…１，０００羽
　　（３）調査期日前1年間における農業生産物の総販売額50万円に相当する事業の規模
（４）農作業の受託事業
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